
自転車 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００９．５．２１） 

 

 今週の日曜日２４日には、日曜日にも関わらず首相官邸で地球温暖化問題に関する

懇談会が開催され、日本が国際社会に提言する二酸化炭素削減の中期目標の議論が行

われます。 

 アメリカもＥＵも構想を作成しており、今年の１２月７日から１８日までの２週間

デンマークのコペンハーゲンで開催されるＣＯＰ１５（第１５回気候変動枠組条約締

約国会議）で検討されることになります。 

 これはポスト京都議定書の枠組を決める重要な国際会議です。 

 １９９７年に京都で開催されたＣＯＰ３で京都議定書が採択され、２０１２年まで

各国が二酸化炭素をどれだけ削減するかの目標が設定されました。 

 それでは２０１３年以後はどのようにするかを決定するのが年末に開催されるＣ

ＯＰ１５ですが、各国の利害に関係しますから、熾烈な国際交渉になることは確実で

す。 

 当然、政府や産業界は熱心に検討しており、２４日に開かれる懇談会も、そのため

の会議ですが、一般の国民にはまだまだ知られていないのが実情です。 

 そこでＣＯＰ１５に関連して、今週の土曜日２３日から興味深い行事が始まります。 

 

 ＣＯＰ１５の開催国であるデンマークのメルビン駐日大使が主宰するＣＯＰ１５

サイクリングツアーです。 

 ２３日に東京を出発し、以後、愛知県の安城、福島、札幌、宮崎、広島、今治、和

歌山を経て、５月３１日に京都を目指して日本各地でデンマーク大使と一緒にサイク

リングをするという行事です。 

 なぜサイクリングかというと、自転車は環境への負荷が非常に少ない交通手段だか

らということです。 

 自動車は素晴らしい移動手段ですが、石油という有限の資源に依存しますし、二酸

化炭素や窒素酸化物を排出し、地球温暖化に大きな影響を及ぼします。 

 それに比べ、自転車は人間が吐き出す二酸化炭素だけです。 

 しかし、自動車に乗っている人間も二酸化炭素は吐き出していますから、差し引き

すればゼロということになります。 

 

 さらに自転車が優れているのは、移動に必要なエネルギーが最も少ない移動手段だ

ということです。 

 例えば、人間が１・５トンの自動車に乗って１ｋｍ移動すると１２００ｋｃａｌを

消費しますし、体重６０ｋｇの人が１ｋｍを歩いても４５ｋｃａｌのエネルギーを使

います。 

 ところが、体重６０ｋｇの人間が１０ｋｇの重さの自転車を漕いで１ｋｍを移動す

ると１０・５ｋｃａｌしか必要としません。 



 自動車の１００分の１以下、歩く場合の４分の１以下です。 

 参考にウマはどうかと計算しますと、体重６００ｋｇのウマに乗って移動すると４

６２ｋｃａｌですから、人間が移動する手段として自転車はもっともエネルギー消費

が少ないものなのです。 

 

 １０年前のやや旧い資料ですが、外出するとき、どのような交通手段を使用してい

るかについて、世界各国を調べてみると、日本の自転車の比率は１５％です。 

 アメリカやカナダの１％と比較すれば多いのですが、今回のＣＯＰ１５サイクリン

グツアーを主宰するデンマークは２０％、自転車王国として有名なオランダは３０％

ですから、日本はまだまだ増やすことができる可能性があります。 

 

 その利用の妨げている要因が３つあります。 

 第一は日本のように雨が降る日数が多い地域では使いにくいということ、 

 第二に坂道があると自転車は疲れるということ、 

 第三に事故が心配だということです。 

 雨の問題はなかなか本質的に解決する方法はありませんが、坂道の問題については

電動自転車が登場して解決されました。最近では２０ｋｇ以下の軽量になり、値段も

６万円台から販売されていますので、急速に増えています。 

 事故については、２００８年の統計で、交通事故で亡くなった５１５５人のうち、

自転車に乗っていて亡くなった人は７１７人で１４％になっていますし、負傷者は交

通事故全体で約９５万人のうち１６万人で１７％と少ないとは言えません。 

 

 この背景には日本では自転車専用道路が十分整備されていないという事情があり

ます。 

 オランダでは自転車専用道路が１万５０００ｋｍ以上あり、道路全体の１０％近く

になりますが、日本では自転車専用の道路は２５００ｋｍで道路全体の０・２％、歩

行者と自転車の専用の道路を加えても７３００ｋｍで０・６％というのが現状です。 

 

 ところで、この４月に韓国でも２０５０年までに二酸化炭素の排出を半減させる

「低炭素グリーン成長戦略」が発表されましたが、その一環として、李明博（イミョ

ンパク）大統領がラジオで自転車を活用することを国民に訴えています。 

 その具体的な政策として、市街地では歩道と区分された自転車専用道を建設し、地

下鉄の最後尾の１両は自転車専用道にすることなどが提案されています。 

 すでに昨年の秋、ソウル市では自動車の車線を１車線減らして自転車専用道路を２

０７ｋｍ整備する「自転車利用活性化総合計画」を発表していますし、韓国政府も２

０２０年頃までに全国に３０００ｋｍの自転車道路を整備する計画を検討していま

す。 

 この構想には韓国の自転車生産を育成して、５年以内に自転車生産大国になろうと



いう産業政策も背景にあります。 

 そのような背景のなか、つい先週、国土交通省は高速道路の建設計画を７１ｋｍ追

加し、拡幅工事を１９０ｋｍ追加という発表をしました。 

 新聞によると、この計画を議論する国土開発幹線自動車道建設会議で国会議員や学

識経験者から批判が相次いだようですが、国内相手の官庁といえども世界の趨勢を研

究して欲しいと思います。 

 


